
I幹線時

せんろちょう

1. 単 線を III 線 に変更

(4) その他の線区

函館 ・ 室蘭 ・ 常磐 ・ 商店荷 ・ 鹿児島 ・ 筑』社本線等は資源開発線

あるいは都市近郊線として， 主幹線とは別倒に早くから部分的

に複線化した。ー」線路容盆。(別所多喜次)

せんろち ょうさ 線路調査 新しく鉄道線路を計画する場合，

その線路の設計概主主およひ.経済的価値を知るために行う調査を

いい，っき.の 2 つの調査からなる。

( 1 ) 技術調査 線路の経過地としてどこを選べばよいか，ど

んな規格にするか， 建設費はいかほどかかるか等を調査する。

(2) 経済調査 治線の人口 ・ 資源等を基礎に， 営業開始後ど

のくらいの貨物や旅客の輸送量ーがあるか，また営業成総がどの

ようになり，営業係数がどのくらいになるか等を調査する。
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東海道線をはじめ，すべての幹線の建設時代は線路網の拡充

が急務であったため， 単線のまま建設されたが， 輸送量の上自力11

に伴って東海道 ・ 山陽の順に複線化を図 り ， 第 2 次大戦後は北

方幹線に主力が注がれ，主と して東北線の仙台以北および北陸

線の俊線化を突施している。

線路湖設経過年表

線数別線路延長 (単位 km}

年 度 |単線 2 線 1 3 線 1 4 線 1 5 線 1 6 総 1 7 線 1 8 線 l 合計
明治 5 29 29 

20 363 30 393 

401 6,413 731 6 2 7,152 

大正10 9,340 1,455 3 32 l 2 2 10,835 

昭和 l 10,918 1,865 20 79 1 2 2 12,887 

11 115,253 1,946 19 184 3 15 2 1 17,422 

21 117,198 2,064 43 212 8 9 2 1 19,53fi 

26117,323 2,061 43 220 8 9 2 1 19,666 

31 17，6181 山4 33 222 11 15 21 20,037 
10線2

(1) 東海道本線

明治 9 年新橋 ・ 品川聞が最初に複線化され，続いて明治 29 年

東海道全線の複線化に着手し，明治 45 年大井川矯梁(きょうり

ょう)の完成により全線の複線化を完成した。

| 線均 年 次 l区 問 2 線 I 4 線 区 !日1

東京~新橋 明 43. 9 大12. 3 浜松~名古屋 明41. 7 

新橋~品川 " 9.12 明42.12 名古屋~米原 "42. 6 

品川~横浜 " 14. 5 大 3. 12 米原~大津 "35. 6 

倹浜~国府首I " 33. 4 昭 3. 3 大津~京都 大10. 8 
日目 19.12

(平塚 ( 3 線)
国府1'11-沼津 l゚l 9.12 

まで 京都~大阪 明32 . 2 H召 1 3.12

沼津~浜松 明 45 . 7 大阪~神 戸 "29.3 " 12.10 

(2) 山陽本線
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社総1時代より 複線化に着手し，だいたい凶に l向 っ て進み姫路

まで早く複線化されたが， 固有後は東海道線のように全面的に

復線工事にかかる よ うなことはなく ， 行詰りを生じた区間より

逐次箆線化を図り昭和 5 年ほぼ完成した。

線幼 年次
区 IHI 間

神戸~兵Jili 明22 . 9 ゚fH2. 5 泌回T十I一広島 明36.12 1゚l19. 2 

兵庫~姫路 "32. 1 "13. 9 広島~岩間 l゚l 3. 7 

姫路~岡山 大12. 6 で(鷹)取ま 岩国一徳山 " 19.10 

岡山~徳山 "14. 1 徳 111 -小部 1/ 5. 6 

福山~三原 "14. 8 小 11日一下 l関 " 3.11 

三原-ì毎回市 "13. 6 -F "掲 - 1"1 司 " 19. 8 

(3) 東北本線

上野 ・ 大宮聞は明治 25 年波線化され大宮より先宇都宮まで

は IlIJ 治末期より大正初期にかけて完成 し， その後大正中期lに仙

台付近が線桶された。第 2 次大戦後は北海道開発に伴ない輸送

量が増加l し， 各所に行詰りを生じて来たので，行詰り区間より

順次複線化に努めている。
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